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「
神
石
高
原
町
立
病
院
」の
指
定
管
理
者
は

「
寺
岡
記
念
病
院
」に
決
定

　

町
は
、
神
石
高
原
町
議
会
９
月
定
例
会
で
、
神
石
高
原
町
立
病
院

（
以
下
「
町
立
病
院
」
と
い
う
）
の
指
定
管
理
者
に
医
療
法
人
社
団

陽
正
会
（
寺
岡
記
念
病
院
）
を
指
定
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
９
月
12
日
に
指
定
管
理
者
の
指
定
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
町
立
病
院
は
、
寺
岡
記
念
病
院
が

運
営
し
ま
す
。

　

町
立
病
院
は
、
現
在
の
県
立
病
院
の
医
療
機
能
を
で
き
る
限
り

継
承
し
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ

う
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
に
当
た
り
、
町
内
で
開
業
さ
れ
て
い
る
医
師
・
歯
科

医
師
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
・
福
祉
施
設
と
連
携

を
密
に
し
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
の
「
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
健
全
な
病
院

運
営
の
も
と
、
良
質
な
医
療
を

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
提

供
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、「
町

民
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病

院
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
町
立
病
院
に
対
す
る

関
心
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

「
わ
れ
ら
の
病
院
」
を
育
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

指定書の交付式（９月19日）（上山副町長㊨から寺岡理事長㊧へ）

県立病院職員への地域医療の確保に協力して頂くための要望書を提出（９月30日）
（牧野町長・岡﨑議長・佐伯自治振興連絡協議会長・寺岡常務理事から原田院長へ）

【所　在　地】　福山市新市町大字新市37番地
【法　人　名】　医療法人社団陽正会（理事長　寺岡　暉）
【病　院　名】　寺岡記念病院
【診　療　科】　 内科，外科，脳神経外科，整形外科，泌尿器科，

リハビリテーション科，神経内科，循環器科など
【病　床　数】　 263床（一般病床211床，療養病床52床）
【併設医療施設】　 腎センター（人工透析装置　41台）など

○指定管理者（寺岡記念病院）の概要

町
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て

１　施設の名称　神石高原町立病院
２　指定管理者　医療法人社団陽正会
３　指定の期間　平成21年４月１日から
　　　　　　　　平成26年３月31日まで

○指定の内容
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町
立
病
院
の
指
定
管
理
者
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
医
療
法
人
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、「
医
療
」
と
い
う
専
門
分
野

の
た
め
、
神
石
高
原
町
立
病
院
指
定
管

理
者
審
査
委
員
会
（
以
下
「
審
査
委
員

会
」
と
い
う
）
を
新
た
に
設
置
し
、
専

門
家
等
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
そ
の

審
査
結
果
を
参
考
に
し
て
、
町
の
選

定
委
員
会
に
お
い
て
指
定
管
理
者
の

選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
医
療
法
人
社
団
陽
正

会
（
寺
岡
記
念
病
院
）
が
指
定
管
理

者
と
し
て
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

□
選
考
理
由

　

次
の
理
由
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
候
補
者
と
し
て
選
考
し
た
。

⑴ 

医
療
、
介
護
、
福
祉
の
中
心
的
機
能
で
あ
る
医
療
機
能
、
と
り
わ
け
、

臨
床
・
救
急
対
応
実
績
、
透
析
体
制
、
病
棟
維
持
機
能
が
優
れ
、
町
民

の
希
望
に
沿
っ
た
医
療
機
能
の
維
持
が
期
待
で
き
る
。

⑵ 

将
来
の
地
域
医
療
の
充
実
を
め
ざ
し
た
医
師
、
看
護
師
に
対
す
る
研
修

制
度
、
さ
ら
に
高
齢
者
医
療
モ
デ
ル
事
業
構
想
な
ど
医
療
制
度
の
流
れ

を
先
取
り
す
る
法
人
と
し
て
の
意
志
が
明
確
で
あ
り
、
組
織
と
し
て
の

信
頼
性
が
高
い
。

□
具
体
的
な
評
価
内
容

⑴
法
人
と
し
て
の
臨
床
医
療
に
対
す
る
真
摯
な
取
り
組
み
と
地
域
の
評
価

⑵
公
表
さ
れ
た
財
務
内
容
の
高
い
透
明
性

⑶
医
療
制
度
の
流
れ
に
対
す
る
法
人
と
し
て
の
明
快
な
対
応

⑷
町
立
病
院
と
周
辺
医
療
機
能
の
連
携
構
想
な
ど
評
価
で
き
る
公
共
思
想

⑸
オ
ー
プ
ン
病
床
な
ど
開
業
医
師
と
の
積
極
的
連
携

⑹
町
立
病
院
と
法
人
母
体
病
院
と
の
連
携
の
利
便
性

役 

職 

名

氏　
　

名

所　
　
　
　
　
　

属

委
員
長

黒
瀬
康
平

黒
瀬
ク
リ
ニ
ッ
ク

副
委
員
長

鈴
木　

强

福
山
市
医
師
会

委　
　

員

前
原
敬
悟

福
山
市
医
師
会

委　
　

員

橘
高
英
之

松
永
沼
隈
地
区
医
師
会

委　
　

員

亀
川
陸
雄

深
安
地
区
医
師
会

委　
　

員

長　
　

健

府
中
地
区
医
師
会

委　
　

員

松
井　

律

神
石
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
住
民
代
表
）

委　
　

員

原
田　

亘

県
立
神
石
三
和
病
院

委　
　

員

三
宅
静
香

広
島
県
健
康
福
祉
局
病
院
事
業

部
県
立
病
院
課

委　
　

員

上
山　

実

神
石
高
原
町

【
指
定
管
理
者
決
定
ま
で
の
経
緯
】

・
６
月
25
日 

 

神
石
高
原
町
病
院
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
７
月
10
日 

 

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
の

設
置

・
７
月
11
日 

指
定
管
理
者
の
募
集
開
始

・
８
月
８
日 

指
定
管
理
者
の
応
募
締
切

・
８
月
23
日 

 

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
第

１
次
審
査
会（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

・
８
月
30
日 

 

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
第

２
次
審
査
会
（
総
合
審
査
）

・
９
月
３
日 

 

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
か

ら
町
長
へ
審
査
結
果
の
報
告

・
９
月
３
日 

 

神
石
高
原
町
公
の
施
設
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
の
開
催

・
９
月
３
日 

 

神
石
高
原
町
公
の
施
設
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
か
ら
町

長
へ
選
定
結
果
の
報
告

・
９
月
11
日 

 

町
議
会
で
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
議
案
を
可
決

・
９
月
12
日 

指
定
管
理
者
の
指
定
を
告
示

町
立
病
院
だ
よ
り

　

町
立
病
院
を
運
営
す
る
指
定
管
理
者
で

は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
病
院
対
策
室　

☎
０
８
４
７
‐
８
９
‐
３
３
３
０
】

審査委員会の審査結果報告書の提出（９月３日）
（黒瀬委員長㊧から牧野町長㊨へ）

審
査
委
員
会
委
員

指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て

特集　「神石高原町立病院」の指定管理者は「寺岡記念病院」に決定

○
審
査
委
員
会
の
審
査
結
果
の
概
要
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神
石
高
原
町
を
舞
台
に
し
た

〝
夢
〞絵
本
つ
い
に
完
成
!!

み
ん
な
の
夢
が「
か
た
ち
」に
な
っ
た
。

絵本完成発表会のお知らせ

お問い合わせ（絵本の入手方法や発表会など）

　

４
つ
の
ド
リ
ー
ム
ス
ト
ー
ン

の
あ
り
か
は
、
彼
ら
が
取
材
で

訪
れ
た
町
内
４
地
区
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
別
な
場
所
。
４
つ
の
ド

リ
ー
ム
ス
ト
ー
ン
が
そ
ろ
っ
た

と
き
に
初
め
て
か
な
う
に・
こ・
の

〝
夢
〞。
そ
れ
は
、
４
つ
が
そ
ろ

っ
た
と
き
に
初
め
て
か
な
う
神

石
高
原
町
の
〝
夢
〞
と
重
な
っ

た
。

第１回 10月16日（木）　絵本完成発表会（二幸小学校研究会）
第２回 10月26日（日）　さんわふるさとフェア
第３回 11月 2日（日）　青少年育成県民運動推進大会
　　　　　　　　　　　　（中国新聞社ホール）
第４回 11月 9日（日）　ふれあい神石まつり
第５回 11月16日（日）　「食・読・遊」実践交流会
　　　　　　　　　　　 図書館まつり（シルトピアカレッジ）
　　　　　　　　　　　 ※パネル展のみ

「
不
審
火
で
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ま
ち
を
、
絵
本
を
つ
く
っ
て
明
る
く

し
た
い
」
と
い
う
二
幸
小
学
校
児
童

た
ち
の
〝
夢
〞
が
青
少
年
育
成
広
島

県
民
会
議
の
「
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
選
ば
れ
、
始
ま
っ
た
絵
本

づ
く
り
。
プ
ロ
の
絵
本
作
家
や
地
域

の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
秋
つ

い
に
完
成
を
迎
え
た
。

絵
本
は
、
二
幸
小
学
校
へ

転
校
し
て
き
た
主
人
公
の
に・
こ・

が
〝
夢
〞
を
か
な
え
る
た
め
に

失
わ
れ
た
４
つ
の
ド
リ
ー
ム
ス

ト
ー
ン
（
夢
の
石
）
を
友
達
と

一
緒
に
探
し
に
行
く
と
い
う
冒

険
の
物
語
。
随
所
に
神
石
高
原

町
の
魅
力
が
心
に
く
い
ほ
ど
ち

り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
お
よ
そ

１
年
を
か
け
て
完
成
。

　

児
童
た
ち
は
各
地
域
で
取

材
を
重
ね
地
元
の
方
に
話
を
聞

き
、
神
石
高
原
町
の
風
土
・
産

業
・
特
色
・
伝
説
を
学
ん
で
物

語
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
物
語

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
柔
ら
か

な
色
彩
で
の
び
の
び
と
描
い
た

絵
も
、
こ
の
絵
本
の
魅
力
を
一

層
際
立
た
せ
て
い
る
。

二幸小学校児童による絵本の読み語り，
写真や絵の原画展を開催します。みなさ
んぜひお越しください。

極寒の中での
取材

みんなで
絵を描いた

絵本作家に
指導を受け
て絵も完成

ついに本が完成
歓声が上がった

想像した以上の仕上がりに「夢みたい！」

夢配達人プロジェクト神石高原町実行委
員会事務局（教育課生涯学習係）
電話89-3344
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ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を
育
て
る
こ
と
で
思
い
や
り
の
心
を

は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
と
、
人
権
の
花
運
動
が
９
月
下

旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
町
内
の
各
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
高
蓋
小
学
校
で
は
９
月
25
日
、
佐
伯
知
省

人
権
擁
護
委
員
（
高
蓋
）
が
「
お
互
い
助
け
合
い
な

が
ら
生
活
し
て
ほ
し
い
」
と
水
栽
培
用
の
透
明
の
鉢

に
入
っ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
球
根
を
贈
呈
。
受
け
取
っ

た
生
徒
代
表
の
大
島
経
寛
く
ん
（
小
６
）
は
「
思
い

や
り
の
あ
る
学
校
に
し
た
い
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
人
権
の
花
運
動
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
福
山
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
が
昭
和
60
年
か
ら
毎
年
続
け
て
い

る
も
の
で
、
生
徒
た
ち
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
は
「
来
年
１

月
頃
花
を
咲
か
せ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

９
月
12
日
、
三
和
の
森
リ
ゾ
ー
ト
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
時
安
）で
県
政
懇
談
会「
Ｙ
ｏ
ｕ
雄
ト
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
区
か
ら
７
名
の
皆
さ

ん
が
参
加
。
過
疎
・
耕
作
放
棄

地
対
策
・
地
産
地
消
の
促
進
・

農
業
人
材
の
育
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
意

見
や
提
案
を
藤
田
雄
山
広
島
県

知
事
に
伝
え
ま
し
た
。
藤
田
知

事
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
県
の

実
情
・
取
り
組
み
、
自
ら
の
考

え
を
伝
え
、「
今
後
の
県
政
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。　

油
木
中
学
校
と
豊
松
中
学
校
３
年
生
40
人
が
、
10
月

１
日
、
仙
養
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
（
ま
き
ば
の
夢
工
房
）

で
卒
業
記
念
の
陶
板
作
品
に
挑
戦
。
油
木
中
学
校
は「
体

育
祭
」、
豊
松
中
学
校
は
「
特
産
ト
マ
ト
の
収
穫
」
の
体

験
を
思
い
起
し
、
用
意
し
た
図
案
に
沿
っ
て
粘
土
板
へ

描
き
ま
し
た
。
完
成
後
に
、
備
前
焼
作
家
の
森
泰
司
さ

ん
（
備
前
市
）
か
ら
、「
中
学
生
活
の
活
き
活
き
し
た
体

験
が
作
品
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
作
品
は
、
11
月
中
に
備
前
焼
窯
で
焼
き
、
12

月
初
旬
に
は
仙
養
ヶ
原
へ
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
校
区
に
接
す
る
仙
養
ヶ
原
へ
卒
業
の

思
い
出
を
残
そ
う
と
両
校
が
平
成
17
年
度
か
ら
始
め
、

今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
板
は
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
各
地
区
で
敬
老
会
・
老
人
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
19

人
で
、
今
年
度
中
に
１
０
０
歳
に
な
る
（
明
治
41
年

４
月
１
日
か
ら
明
治
42

年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
方
）
４
名

の
方
へ
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
お
祝
い
状
と
銀

杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に

気
を
付
け
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
に
込
め
ら
れ
た
〝
思
い
や
り
〞
の
心

県
政
懇
談
会
「
Ｙ
ｏ
ｕ
雄
ト
ー
ク
」
開
催

陶
板
に
卒
業
記
念
の
作
品
を
描
く

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 
 

〜
敬
老
会
・
老
人
福
祉
大
会
開
催
〜
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国
定
公
園
帝
釈
峡

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
は
、
神
石
高
原
町
と
庄
原
市
東
城
町

に
ま
た
が
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
特

に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

帝
釈
峡
の
中
ほ
ど
に
あ
る
神し
ん

龍り
ゅ
う

湖こ

で
は
、
周
り
を
ぐ

る
り
と
囲
む
遊
歩
道
を
歩
く
だ
け
で
な
く
、
１
周
約
40
分

の
遊
覧
船
に
乗
っ
て
、
湖
上
か
ら
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

帝
釈
峡
の
紅
葉
の
見
ご
ろ
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
か
け
て
で
す
。
11
月
９
日
（
日
）
に
は
、
神
石
コ
ス
モ

ド
ー
ム
で
ふ
れ
あ
い
神
石
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
紅

葉
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
：
神
石
高
原
町
観
光
協
会

　
　
　

☎
８
９
‐
５
０
０
５

　
　

ふ
れ
あ
い
神
石
ま
つ
り
推
進
協
議
会

　
　
　

☎
８
７
‐
０
２
１
１
（
神
石
支
所
町
民
課
）

第59回日本学校農業クラブ全国大会・佐賀大会（10月22日～23日）
家畜審査競技会（肉牛の部）〈公開種目〉へ出場
広島県代表として 産業ビジネス科１年　山本健大
　広島県学校農業クラブ連盟大会・家畜審査競技で最優秀賞を受賞し，全国大会
の切符を得ることができました。この競技会は，全国大会でも開催される年とさ
れない年があり，平成 13年の宮崎大会以来７年振りに行われると聞いて驚いて
います。
　広島県の代表として，精一杯がんばりたいと思います。

中学３年生の油木高校体験
　９月４日，
町内４中学校
３年生対象の
「油木高校オー
プンスクー
ル」が行われ，
半日だけの油
木高校生を体
験しました。
　それぞれの
中学校出身の油木高校生（２年生）による
校内見学。６講座に分かれて行った授業で
は，緊張しながらも楽しそうに受講してい
ました。部活動体験もあり，高校生の親切
な指導のなか，楽しく充実した体験となり
ました。
　「先輩たちが，すごく優しくてかっこよかっ
た」「高校の授業の様子がわかった」等の感
想があり，参加した中学生にも好評でした。

部活体験の様子

茶道部　研修茶会でお手前
　本校茶道部は福山地区でも最
も歴史の古いクラブのひとつで，
現在17名で活動しています。９
月28日，福山市生涯学習プラ
ザで行われた裏千家の学校茶道
合同研修茶会には６名が参加。
　お手前をした部長の伊吹友里
さん（２年）は「足の運びやお

11月１日～７日は「学校へ行こう週間」です
　11月４日は午後から学校公開を行います。多くの
方々のご来校をお待ちしています。

産業ビジネス科１年
山本健大さん

菓子の置き方など覚えるのが大変でしたが，何度も繰
り返し練習したので失敗することなくできました」と，
練習の成果が発揮されたようです。また，お運びをし
た奥野友貴さん（２年）も「日頃の練習をもっと大切
にしていきたい」と述べ，参加した生徒にとって茶道
への理解・関心が深まった研修茶会でした。

学校茶道合同
研修茶会へ参加
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15 水 SP講習会　剪定講習会９：00～
 （シルバー人材センターTEL：89-0121）

16 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30～ 14：00
 （さんわ総合センター）
犬・猫引取り日 （油木・神石地区）
狂犬病予防注射 （三和地区）
SP講習会　剪定講習会９：00～
 （シルバー人材センターTEL：89-0121）

17 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）
保健委員研修 13：20～ 16：00 （三和公民館）
狂犬病予防注射 （油木・神石地区）
SP講習会　剪定講習会９：00～
 （シルバー人材センターTEL：89-0121）

18 土 高原サロン 13：30～ 16：00
 （油木シルトピアアリーナ）

19 日 人と自然が輝く事業
第 15回とよまつふれあいフェスティバル
（とよまつふれあいフェスティバル実行委員会TEL：84-2211）

20 月 行政相談週間 ～10月26日まで
行政相談所開設９：30～11：30 （三和公民館）
園庭開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所TEL：82-0906）

21 火 園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

22 水
23 木
24 金
25 土
26 日 さんわふるさとフェア2008

（さんわふるさとフェア実行委員会TEL：89-3332）
2008ゆきふるさとまつり
（ゆきふるさとまつり実行委員会TEL：82-0211）
仙養ヶ原秋の味覚祭り
 （仙養ヶ原ふれあいの里TEL：82-2823）
帝釈峡スコラ高原クロスカントリー大会
（帝釈峡スコラ高原クロスカントリー大会実行委員会TEL：86-0535）
粗大ゴミ収集日 （豊松 JA野菜集出荷所）

27 月
28 火 町長選挙立候補予定者説明会 10：00～ 12：00

 （三和公民館）
町議会議員一般選挙立候補予定者説明会 13：30～ 15：30
 （三和公民館）
子育て講演会「親子を育む会話術」10：30～11：30
 （シルトピアカレッジ）
園庭開放 10：00～ 11：00
 （こばたけ保育所TEL：85-2718）
狂犬病予防注射 （豊松地区）

29 水
30 木
31 金
1 土 すっきり運動教室９：30～ 11：30

 （豊松多目的体育館）
2 日 さんわさわやか高原eco祭 2008

 （さんわさわやか高原フェア実行委員会TEL：89-5005）
粗大ゴミ収集日 （クリーンセンターじんせき）

3 月

平成20（2008）年
 10月/11月

�85-2711

�87-0199

�84-2022

�82-0005

小　畠

福　永

下豊松

油　木

県立神石三和病院

鈴木クリニック

三　原　医　院

吉實クリニック

月 9時～13時 13時～17時日 曜日

県立神石
三和病院

日月 曜日 9時～13時 13時～17時

県立神石
三和病院

お ひ さ ま 広 場（１０：００～１５：００）
火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（�82-2002）へ

11月

11月

10月

10月

18 25 1 8 15 22 29
17 7
24 14 21 28
23 30 6 13 27

15 22 29 5 12 19 26
21 28 4 11 18 25

１０

１１

１６

２３

２４

３０

日

日

月

日

１１ 吉實クリニック

鈴木クリニック

県立神石三和病院

鈴木クリニック

１９
２６
２
３
９

日
日
日
月
日

鈴木クリニック
県立神石三和病院
吉實クリニック
県立神石三和病院
三 原 医 院

１０月・１１月の休日当番医

4 火 SP講習会　事務補助講習会 13：00～
 ※ 11月 28日まで，毎週火・金曜日開催
 （シルバー人材センターTEL：89-0121）

5 水 行政相談日９：30～ 11：30 （三和公民館）
6 木 子育て講座「私の時間，子どもの時間」10：00～ 11：30

 （小畠交流会館）
犬・猫引取り日 （油木・豊松・三和地区）

7 金
8 土
9 日 秋季全国火災予防運動 ～ 11月 15日まで

第24回ふれあい神石まつり
 （ふれあい神石まつり推進協議会TEL：87-0211）
ふるさと健康ウォーキング in神石高原
（福山・府中・神石高原交流連携「ふるさと健康ウォーキング」
 まちづくり実行委員会TEL：89-3332）
第41回神石高原三和駅伝競走大会
（神石高原三和駅伝競走大会実行委員会TEL：89-3345）
粗大ゴミ収集日（天神原旧家畜市場跡）

10 月
11 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30

 （シルトピアカレッジ）
12 水 園庭開放 10：00～ 11：00

 （くるみ保育所TEL：85-3329）
13 木
14 金 おひさま広場保育所訪問 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）
広島大学公開講座 13：30～ 15：30
　　（総合交流センターじんせきの里／
 社会福祉協議会TEL：85-2330）

15 土 人権シンポジウム （企画課 TEL：89-3332）
16 日 「食・遊・読」実践交流会 10：00～ 16：00

 （油木シルトピアアリーナ）
17 月 園庭開放 10：00～ 11：00

 （油木保育所TEL：82-0906）
18 火 育児学級なかよしランド 10：00～ 11：30

 （豊松老人福祉センター）
園庭開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所TEL：87-0099）

19 水
20 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00

 （くるみふれあいプラザ）
犬・猫引取り日（油木・神石地区）

21 金 園庭開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所TEL：84-2132）

22 土 高原サロン 13：30～ 16：00
 （総合交流センターじんせきの里）

23 日
24 月
25 火 神石高原町長選挙　神石高原町議会議員一般選挙

 告示日
園庭開放 10：00～ 11：00
 （こばたけ保育所TEL：85-2718）

26 水
27 木
28 金
29 土
30 日 神石高原町長選挙　神石高原町議会議員一般選挙 

 投開票日

行事カレンダー

10
月

11
月



からの お らせ町 知
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　本庁・各支所で開設していました「出前町長室」は，今後開設しませんのでご注意ください。
 総務課☎89-3330

 89-3330総務課

　

社
会
問
題
化
し
て
い
る
多
重
債
務
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
債

務
整
理
等
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
電
話
相
談
（
相
談
当
日
限
り
）

日　

時　

平
成
20
年
11
月
28
日
（
金
）
〜

　
　
　
　

29
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

広
島
弁
護
士
会
館

電　

話　

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
３
５
５
６

　
　
　
　

ま
た
は

　
　
　
　

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
３
５
５
７

●
面
接
相
談
（
事
前
予
約
が
必
要
・
先
着
順
）

会　

場　

福
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

（
福
山
市
東
桜
町
３
‐
５
）

日　

時　

11
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

定　

員　

18
人

申
込
期
限　

11
月
27
日
（
木
）

予
約
先　

福
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
８
８

　

福
山
市
以
外
の
会
場
で
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

平
成
20
年
度

　

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

 89-3332企画課

　

平
成
21
・
22
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
及
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

の
競
争
入
札
（
随
意
契
約
を
含
む
）
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
期
間
内
に
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
期
間

○
窓
口
申
請

　
（
県
内
業
者
）

　

平
成
20
年
11
月
17
日（
月
）〜
11
月
28
日（
金
）

　
（
県
外
業
者
）

　

平
成
20
年
12
月
８
日（
月
）〜
12
月
12
日（
金
）

○
電
子
申
請

　
（
入
力
期
間
）

　

平
成
20
年
11
月
４
日（
火
）〜
11
月
21
日（
金
）

　
（
添
付
書
類
の
提
出
期
限
）

　

平
成
20
年
11
月
28
日
（
金
）
必
着

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆ 

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
当
初
受
付
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
10
月
29
日
（
水
）
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
改
作
業
の
た
め
、

住
民
課
及
び
各
支
所
町
民
課
窓
口
で
の
、
住
基

カ
ー
ド
の
交
付
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆ 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

終
日
停
止
の
お
知
ら
せ

 89-3334住民課

　

町
で
は
、
幼
児
等
の
保
護
者
が
負
担
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
幼
児
等
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
任
意
の
予
防
接
種
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
主
治
医
と

相
談
し
て
接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）
対
象
者

・ 

接
種
時
に
満
１
歳
か
ら
小
学
校
終
了
ま
で
の
幼
児
等
の

保
護
者

・ 

接
種
時
に
神
石
高
原
町
へ
住
民
登
録
、
ま
た
は
、
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
幼
児
等
の
保
護
者

・ 

納
税
等
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
幼
児
等
の
保
護
者

（
２
）
接
種
期
間

　

当
該
年
度
10
月
１
日
〜
１
月
31
日　

ま
で
の
間

（
３
）
助
成
の
内
容

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
終
了
し
た
幼
児
等
の
保

護
者
に
、
１
人
の
幼
児
等
に
つ
き
、
つ
ぎ
の
金
額
を
上
限
と

し
て
、
予
防
接
種
に
要
し
た
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

・ 

１
回
接
種
に
対
し
て
、
１
、５
０
０
円
を
上
限
と
す
る

範
囲
内

・ 

２
回
接
種
に
対
し
て
、
３
、０
０
０
円
を
上
限
と
す
る

範
囲
内

（
４
）
申
請
の
方
法

　

予
防
接
種
を
受
け
る
時
に
は
、
申
請
書
を
医
療
機
関

に
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
は
、
必
ず
医

療
機
関
の
証
明
を
受
け
、
必
要
事
項
の
記
入
と
押
印
を
し

て
、
２
月
末
ま
で
に
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
課
健
康
係

・
役
場
各
支
所
町
民
課
福
祉
保
健
係

・
神
石
高
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆ 

幼
児
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
費
を
助
成
し
ま
す

 89-3366保健課
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「いい日、いい日」
11月11日は介護の日

　本年度から、11月11日が「介護の日」として設定されました。介護
への理解と認識を深めるため、国民への啓発を重点的に実施する日です。
【お問い合わせ】厚生労働省社会・援護局福祉基盤課指導係　☎03-5253-1111

　

第
４
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
り
、
新
規
に
介
護

保
険
事
業
所
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
訪
問
介
護
事
業

所
・
通
所
介
護
事
業
所
等
）
を
開
設
す
る
予
定
の
あ
る
方

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
込
み
の

上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

必
ず
し
も
事
業
所
開
設
を
許
可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

 

平
成
20
年
10
月
23
日
（
木
）
〜
24
日
（
金
）

 

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場　

所　

神
石
高
原
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
先　

保
健
課　

介
護
保
険
係
☎
８
９
‐
３
５
３
５

◆  

介
護
保
険
事
業
所
の
新
規
開
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
に

つ
い
て
（
２
回
目
）

　
『
運
動
が
し
た
い
け
ど
時
間
が
な
い
』、『
メ
タ
ボ
が
気

に
な
る
け
ど
運
動
が
き
ら
い
』
と
い
う
人
の
た
め
に
日
常

生
活
の
中
で
で
き
る
手
軽
で
効
率
的
な
運
動
を
紹
介
し
ま

す
。
４
会
場
と
も
同
様
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
の
で
最
寄

り
の
会
場
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
と
場
所

・
11
月
１
日
（
土
）　

豊
松
多
目
的
体
育
館

・
12
月
６
日
（
土
）　

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里

・
２
月
７
日
（
土
）　

油
木
体
育
館

・
３
月
７
日
（
土
）　

三
和
公
民
館

い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
内　

容

・〝
歩
く
〞
か
ら
〝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
〞
に
変
え
よ
う
！

・ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
や
れ
ば
簡
単
！
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
持
参
物

　

 

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
・
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
・
タ
オ
ル

◆ 

す
っ
き
り
運
動
教
室

　

次
の
方
は
、
10
月
か
ら
の
保
険
料
が
年
金
か

ら
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

①
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
本
人
で
あ
っ
た
方

②
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

　

た
だ
し
、
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）
以
下
の
方
は
、
年
金
か
ら
の
お
支

払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
元
に
納
付
書
が
届

い
て
い
る
方
は
、納
付
書
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆ 

10
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
お
支
払
い
）
が
は
じ
ま
り
ま
す

 89-3335福祉課
　

現
在
、
保
険
税
・
保
険
料
を
年
金
で
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
う
ち
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
お
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で

納
付
で
き
ま
す
。
変
更
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
る
と
、
世
帯
主

の
所
得
税
・
住
民
税
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
福
祉
課
・
住
民

課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
か
ら
「
家
族
・
地
域
の
き
ず
な

を
再
生
す
る
国
民
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
地
域
の
き
ず
な
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆ 

11
月
16
日
は
家
族
の
日

　

11
月
９
日
〜
22
日
は
家
族
の
週
間
で
す

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
の
ほ
か
炊
事
・

洗
た
く
な
ど
の
生
活
排
水
も
一
緒
に
処
理
す
る

能
力
を
維
持
す
る
た
め
、
適
切
で
定
期
的
な
管

理
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
浄
化
槽
法
で
、
①

保
守
点
検
、
②
清
掃
、
③
法
定
検
査
（
保
守
点

検
・
清
掃
の
確
認
）
の
３
つ
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

① 

保
守
点
検
：
４
カ
月
に
１
回
（
保
守
点
検
の

資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託
）

② 

清　
　

掃
：
年
１
回
（
町
か
ら
許
可
を
受
け

た
業
者
に
委
託
）

③ 

法
定
検
査
：
年
１
回（
県
指
定
検
査
機
関「
㈳

広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
」「
㈳
広
島
県

浄
化
槽
維
持
管
理
協
会
」
に
依
頼
）

◆ 

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
が
、
浄
化
槽
の
機

能
の
維
持
・
水
質
の
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・ 

ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使

う
。（
水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・

紙
お
む
つ
、
煙
草
の
吸
殻
を
流
さ
な
い
）

・ 

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
を

流
さ
な
い
。（
な
べ
や
皿
の
ひ
ど
い
汚
れ
は

紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗
う
）

・
洗
た
く
に
は
洗
剤
、
漂
白
剤
を
適
量
使
う
。

※ 

浄
化
槽
設
置
に
は
補
助
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
平
成
20
年
度
に
希
望
さ
れ
る
方
は
12
月
初
旬
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

 

環
境
衛
生
課
・
各
支
所
福
祉
保
健
係
ま
た
は
、

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
環
境
管
理
課

 

（
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
）

◆
10
月
は
浄
化
槽
月
間
で
す

 89-3336環境衛生課



広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jｋ-kikaku＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先

神
石
高
原
掲
示
板

神石高原
バスケットニュース
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神石高原ピオーネ祭り
　９月21日，油木百彩館で神石高原のピオーネ
祭りを開催しました。約10人の生産者から糖度
が高い地元産ピオーネの出荷がありました。当

日は雨にもかかわ
ら ず 約2,000人
が訪れてピオーネ
をはじめ新米など
神石高原の秋の味
覚を堪能されまし
た。
（油木百彩館）

保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー

全校児童が参加
 トランペット鼓隊に大きな拍手！
　10月２日，神石小学校で行われた教育研究会
で，保護者や教育関係者を前に，トランペット鼓
隊が新曲トゥモローを含む４曲の演奏を披露。大
きな拍手が送られました。11月９日にはふれあ
い神石まつり，16日には学習発表会で演奏しま
す。ぜひ聞きに来てください！ （神石小学校）

秋の全国交通安全運動
　９月22日，村上建設㈱前駐車場付近の国道182
号線沿いで，福山北交通安全協会の皆さんがシー
トベルトやチャイルドシートの正しい着用などを呼
びかけました。啓発チラシといっしょに車内クリー
ナーなどが
配られ，受け
取った運転手
の方は笑顔で
こたえていま
した。
 （小畠Ｎ）

朗読基礎講座終了!!
　こだまの会
では，22年前
より視覚障害者
の方を対象に広
報・議会だより
など吹込みをし
て聞いていただいています。７月から内川郁江講
師のご協力により，朗読基礎講座を開催しました。
受講された方々が，新会員となってくださる事を
希望しています。
 （朗読ボランティア　こだまの会）

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
心
の
健
康
と

体
の
健
康
は
深
い
関
係
に
あ
り
、
日
常
生
活
で
ス
ト
レ
ス

が
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
、
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
調
が
現

れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
消
化
器
疾
患
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
と
し
て
現
れ
た
り
、
ま
た
そ
れ
が
悪
化
し
た
り
。

　

何
と
な
く
気
分
が
晴
れ
な
い
状
態
を
放
っ
て
お
い
た

り
、嫌
な
こ
と
を
た
め
込
ん
だ
り
し
て
い
る
と
「
う
つ
病
」

に
落
ち
入
り
、
働
く
こ
と
、
生
き
て
い
く
こ
と
な
ど
が
嫌

に
な
る
と
い
う
症
状
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
心
を
鍛

え
て
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
の
発
散
法

○
人
に
相
談
す
る

　

 

言
葉
に
出
し
て
話
を
す
る
だ
け
で
も
頭
の
中
で
内
容

が
整
理
さ
れ
、
自
分
の
真
意
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
休
息
を
と
る

　
 

体
が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
た
状

心
の
健
康
づ
く
り

 

〜
ス
ト
レ
ス
に
う
ま
く
対
応
し
ま
し
ょ
う
〜



神
石
高
原
掲
示
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SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * * * 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

SAT

休館日 絵本のおはなし会

23
30
23
30

23
30

23
30

24
31

November112008

来月の
「絵本のおはなし会」
11月も「ゆきんこ」のみなさ
んによる楽しい絵本のおはなし
会があります。みなさんぜひ聴
きに来てください。

と　き
11月 1日（土）ひる２時～

ところ
シルトピアカレッジ図書館
（児童コーナー）

平成20年度 上半期 みんなによく読まれた本の紹介をします。
（小説・実用書）

・乳と卵 川上未映子／著 文藝春秋
・人生学校　虎の巻，続・人生学校　虎の巻
 美輪　明宏／著 家の光協会
・おひとりさまの老後 上野千鶴子／著 法　　研
・ダイイング・アイ 東野　圭吾／著 光 文 社
・私の男 桜庭　一樹／著 文藝春秋
・阪急電車 有川　　浩／著 幻 冬 舎
・こうちゃんの簡単料理レシピ　１．２．３
 相田　幸二／著 宝 島 社
・てんきち母ちゃんちの毎日ごはん 井上かなえ／著 宝 島 社
・余命１ヶ月の花嫁
 TBS「イブニング・ファイブ」／編　マガジンハウス
・夢をかなえるゾウ 水野　敬也／著 飛鳥新社
・篤姫の生涯 宮尾登美子／著　日本放送出版協会
・脳を活かす勉強法　奇跡の「強化学習」 茂木健一郎／著 PHP研究所
・グダグダの種 阿川佐和子／著 大和書房
・ゴールデンスランバー 伊坂幸太郎／著 新 潮 社
・有頂天家族 森見登美彦／著 幻 冬 舎
・こうふくみどりの 西　加奈子／著 小 学 館
・食堂かたつむり 小川　　糸／著 ポプラ社

態
で
は
、
向
か
っ
て
く
る
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
抵
抗

す
る
気
力
も
な
く
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
、空
間
を
過
ご
し
、

自
分
の
〝
内
な
る
心
の
声
〞
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

○
体
を
動
か
す

　

 

柔
軟
体
操
な
ど
、
簡
単
な
体
操
を
す
る
だ
け
で
も
筋

肉
の
コ
リ
が
と
れ
、
爽
快
感
を
感
じ
ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
な
り
ま
す
。

○
気
分
転
換

　

 

ス
ト
レ
ス
に
面
と
向
か
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
に
意
識
が
集
中
す
る
と
出

口
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。関
係
の
な
い

こ
と
を
し
て
気
分
転
換
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

 

睡
眠
不
足
に
な
る
と
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。
早
寝
早
起
を
基
本
に
、
十
分
睡
眠
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

○
自
分
を
認
め
る

　

 『
自
分
は
こ
れ
で
は
い
け
な
い
』
と
い
う
思
い
が
、

ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
自

分
は
完
璧
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ
』
と

認
め
る
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、相
手
を
変
え
る
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
す
ぎ
る
と
、
ま
す
ま
す
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り

ま
す
。
自
分
自
身
の
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

第９回　図書館まつりのお知らせ
と　き：11月16日（日）　10：00～ 16：00
ところ：シルトピアカレッジ図書館
　絵本のおはなし会・ストーリーテリングなどがあります。
　くわしくは，情報誌「アイ・アイ」（発行／地域子育て支援センター）
でお知らせしています。

「2008読書週間」　10月27日～11月９日　　
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厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
標
準
営
業
約
款

制
度
【
Ｓ
マ
ー
ク
】

は
、
消
費
者
（
利
用

者
）
を
守
る
制
度
で

10月１日現在　（　）内は前月比

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

県立神石三和病院では，“まめく
らぶ”（神石三和病院健康学習会）
を，毎月１回開催しています。毎
月テーマを変えて，専門の医師や
スタッフにより，広く地域の皆さ
んに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。
＊お問い合わせ
　県立神石三和病院☎85-2711
　（総看護師長）吉村　福代
　（栄　養　室）渡邉　鈴子

開催日
10月31日㈮　10時～

内　容
『病院や健診で
　気になる　検査値のはなし』

担　当
石井　孝二　内科副部長

まめくらぶ
開催のご案内

神石三和病院
健康学習会

人口 11,524 人 （－ 1）
 男  5,472 人 （－ 2）
 女  6,052 人 （＋ 1）
世帯 4,256 世帯 （＋ 6）

●町県民税・第３期分
●国民健康保険税・第５期分

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会
の場で，今まで実施した「まめくらぶ」の
内容で学習会講師の派遣依頼をお受けし
ております。お気軽にご相談ください。

納期限　10月31日

人 口 と 世 帯

10 月 の 納 税

第
53
回
福
山
菊
花
展
覧
会

　

大
菊
、
小
菊
盆
栽
、
懸
崖
（
け
ん
が
い
）

な
ど
１
５
０
０
鉢
を
展
示
。
ま
た
、
箏
曲
演

奏
会
や
お
茶
会
、
盆
栽
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
す
。

時　

10
月
25
日
（
土
）
〜
11
月
15
日
（
土
）

場　

福
山
城
公
園

問　

福
山
市
観
光
課

　
　

☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
０
４
３

三
郎
の
滝
紅
葉
ま
つ
り

　

夏
は
天
然
す
べ
り
滝
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
）
で
有
名
な
三
郎
の
滝
で
す
が
、
秋
は
、

紅
葉
が
き
れ
い
な
三
郎
の
滝
で
も
の
づ
く
り
体

験
（
紙
す
き
・
た
た
き
染
め
）、
も
ち
つ
き
な

ど
を
行
い
ま
す
。

時　

11
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時
ご
ろ

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

場　

三
郎
の
滝
（
府
中
市
三
郎
丸
町
）

問　
 

府
中
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
（
府
中
市
総
務
部
商
工
観
光
課
内
）

　
　

☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
７
１
３
５

　

平
成
21
年
の
県
民
手
帳
・
農
業
日
誌
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦
の
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
版　

県
民
手
帳

【
ポ
ケ
ッ
ト
版
】

　

・
販
売
価
格　

６
０
０
円
（
消
費
税
込
）

【
デ
ス
ク
版
】

　

・
販
売
価
格　

１
，
１
０
０
円
（
消
費
税
込
）

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦

【
農
業
日
誌
】

　

・
販
売
価
格　

１
，
２
５
０
円
（
消
費
税
込
）

平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）版

県
民
手
帳・農
業
日
誌・フ
ァ
ミ
リ
ー

日
誌
・
新
農
家
暦
の
予
約
に
つ
い
て

「
標
準
営
業
約
款
制
度

【
Ｓ
マ
ー
ク
】」を
ご
存
じ
で
す
か

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
】

　

・
販
売
価
格　

１
，
２
５
０
円
（
消
費
税
込
）

【
新
農
家
暦
】

　

・
販
売
価
格　

３
６
０
円
（
消
費
税
込
）

●
申
し
込
み
先

　

役
場
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
町
民
課

●
申
し
込
み
締
切

　

平
成
20
年
11
月
28
日
（
金
）

　

※ 

お
渡
し
は
、平
成
20
年
12
月
15
日
（
月
）

以
降
に
申
し
込
み
先
に
て
、
代
金
と
引

き
換
え
に
な
り
ま
す
。

　
「
高
原
サ
ロ
ン
」
は
、
神
石
高
原
町
に
住

む
障
害
者
や
そ
の
家
族
が
集
い
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
て
気
ま
ま
に
ゆ
っ
た
り
と
交
流
で
き
る

サ
ロ
ン
で
す
。

日　

時

場　

所

10
月
18
日
（
土
）
油
木
シ
ル
ト
ピ
ア
ア
リ
ー
ナ

11
月
22
日
（
土
）
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

 

じ
ん
せ
き
の
里

12
月
20
日
（
土
）
陽
光
の
里　

文
化
ホ
ー
ル

平
成
21
年

３
月
21
日
（
土
）
小
畠
交
流
会
館

●
対
象
者　

 

障
害
者
と
そ
の
家
族
（
※
介
護

保
険
対
象
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

 

「
高
原
サ
ロ
ン
」
連
絡
協
議
会

　
　

☎
８
９
‐
３
３
６
６

「
高
原
サ
ロ
ン
」に
来
ま
せ
ん
か
♪
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交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

 
名　

前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　

年
齢

お
悔
や
み
（
９
月
届
出
分
）

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

町内の
交通事故

８月分

交通事故0の町を目指そう！
運転免許更新日の案内

神石高原町内事件・事故発生状況

横よ
こ　

山や
ま　

結ゆ
う　

海み　
（
な
が
の
村
）

門か
ど　

井い　

亜あ

衣い

子こ　
（
坂
瀬
川
）

赤あ
か　

木ぎ　

佑ゆ
う　

丞す
け　
（
仙
養
東
）

藤ふ
じ　

田た　

隆り
ゅ
う　

聖せ
い　
（
井
関
大
矢
）

永な
が　

谷た
に　

興こ
う　

明め
い　
（
父
木
野
）

 

名　

前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
９
月
届
出
分
）

川か
わ　

上か
み　

惠え

美み

子こ　
（
草　
　

木
） 

82
歳

山や
ま　

本も
と　

和か
ず　

子こ　
（　

上　

） 

70
歳

下し
も　

山や
ま　

正ま
さ　

男お　
（
い
ち
ば
） 

91
歳

坪つ
ぼ　

井い　

サ　

メ　
（
い
ち
ば
） 
94
歳

大お
お　

﨑さ
き　

義よ
し　

人と　
（　

南　

） 

80
歳

赤あ
か　

木ぎ　

好よ
し　

子こ　
（
い
ち
ば
） 

68
歳

江え　

村む
ら　

洋よ
う　

治じ　
（　

上　

） 

56
歳

井い
の　

上う
え　

吾ご　

郎ろ
う　
（
井
関
大
矢
） 

81
歳

谷た
に　

貞さ
だ　

照て
る　

治じ　
（　

上　

） 

76
歳

　11月の免許更新日は７日（金），21日（金）です。

○会社事務所に対する窃盗未遂２件
○鉄板被害の窃盗事件　○住居侵入
○自動販売機ねらい

物損事故 25 件

人傷事故 3 件

飲酒運転を根絶しよう

一般・違反・初回講習の方は21日に受付された場合，講習は後日となります。ご注意ください。

す
。Ｓ
マ
ー
ク
の
あ
る
お
店
は
、約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
て
お
り
、「
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償
の
実
施
」、「
施

設
の
設
備
の
内
容
」、「
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
」の
安
全
・
清
潔
・
安
心
を
約
束
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
広
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
‐
５
３
２
‐
１
２
０
０

　10月は，全国一斉に飲酒運転根絶キャンペーンが
展開されます。
　昨年９月，飲酒運転の罰則が強化されましたが，未
だ飲酒運転による交通事故は後を絶ちません。
　職場や家庭から飲酒運転をしない，させないよう，
声かけをして飲酒運転追放の輪を広げましょう。

■
一
般
事
務
職

　

主　

事　

岡お
か
田だ　

真ま

季き

　

配　

属　

保
健
課
地
域
包
括
係

 

（
平
成
20
年
10
月
１
日
付
け
採
用
）

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

10
月
は
里
親
月
間
で
す

※ハンドルキーパー運動の推進
　ハンドルキーパーとは，自動車や飲食店に来て飲食
する場合，仲間同士や飲食店の協力を得て飲まない人
（ハンドルキーパー）を決め，その人は酒を飲まず仲
間を自宅まで送り飲酒運転を防止する運動です。

飲酒運転根絶３つのお願い ～飲酒運転追放三原則～
　○酒を飲んだら絶対車を運転しない
　○酒を飲む席に車を運転していかない
　○車を運転する人に酒を勧めない



路線バスに乗ろう！
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繁
殖
農
家
の
池
田
さ
ん
。
祖
父
の
代
か
ら
３
代
に
わ
た
っ
て
牛
を

飼
い
、
小
さ
な
頃
か
ら
手
伝
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

30
代
後
半
か
ら
は
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
自
分
で
飼
育
。
や
り
方

も
、「
昔
と
は
変
わ
っ
た
。
時
代
に
あ
っ
た
や
り
方
・
効
率
的
に
飼

育
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
自
分
で
調
べ
た
り
、
同
じ
く
牛
を

育
て
る
仲
間
と
情
報
交
換
し
た
り
と
研
究
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
い
牛
は
、「
太
り
す
ぎ
も
、
痩
せ
す
ぎ
も
引
き
締
め
す

ぎ
て
も
だ
め
。
バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
」
と
、
放
牧
で
適
度
な
運

動
や
引
き
運
動
を
さ
せ
る
ほ
か
、
特
に
餌
の
与
え
方
に
は
細
心
の
注

意
を
払
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
神
石
郡
畜
産
共
進
会
肉
用
種
子
牛

の
部
、
そ
し
て
、
今
年
の
成
牛
の
部
で
は
見
事
、
首
席
を
獲
得
。
10

月
21
日
に
、
三
次
市
で
行
わ
れ
る
広
島
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
な
ど
華
や
か
な
舞
台
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
牛
の
飼
育

に
は
大
変
な
苦
労
が
伴
い
ま
す
。「
誰
も
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
う
」
と
、
池
田
さ
ん
。「
毎
朝
５
時
に
起
き
て
、
牛
の
世

話
が
始
ま
る
。
生
き
も
の
相
手
だ
か
ら
ど
ん
な
と
き
も
休
む
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
、
そ
の
大
変
さ
か
ら
や
め
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
牛
が
好
き
」
と
い
う
想

い
。
現
在
は
７
頭
の
牛
を
飼
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
定
年
後
に
は
も
っ

と
頭
数
を
増
や
し
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
も
牛
へ
の
想
い
は
変
わ
ら

ず
、
さ
ら
に
い
い
牛
を
育
て
た
い
と
い
う
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　現在，神石高原町では18系統の路線バスが株式会社中国バスによって運行され，通学・通院
等に広く使われています。バスは，環境にやさしい乗り物としてその必要性が再認識されています。
　しかし，現状は自家用車の普及により，バス利用者は年々減少し，その結果バス事業者の路線
維持も困難になってきています。
　本町では，平成19年度決算において，バスの運行に57,000千
円を支出しており，昨今の原油高騰などの影響を受けて今後も増加
する傾向にあります。このままでは，バスの運行が難しい状況です。
　町民のみなさん，もっと，バスを利用しましよう。

一番星
み～つけた

No.19

神石高原町の

城 山 自 治 振 興 会 の
池田 盛幸さん

☆親の願い　思いやりがあ
り，“明るく”“楽しく”“元気
よく”大きくなってください。

内
ない

藤
とう

　天
かける

翔ちゃん
（下豊松）

☆親の願い 明るく優しく
康やかに大きくなってね♥
康ちゃん !!

福
ふく

島
しま

　康
こう

成
せい

ちゃん
（高　蓋）

☆親の願い いつでも笑顔
を忘れず，心優しい子に育っ
てね。

八
はち

軒
けん

　　葵
あおい

ちゃん
（高　蓋）

☆親の願い 健康第一！
元気にすくすく大きくなっ
てね。

細
ほそ

川
かわ

　和
わ

可
か

奈
な

ちゃん
（小　畠）


